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NTT東日本グループが目指すもの
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NTT東日本がめざすワークスタイル変革
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リモートワークを基本とする働き方に向けた三大改革
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リモートスタンダード・フレックスタイムの導入



ダブルワーク・社外副業の促進



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男性の育児休職取得推進






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ワーケーション事例のご紹介



（参考）ダブルワークを活用している社員の声
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（参考）社外副業を活用している社員の声
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－副業を始めたきっかけ－

副業では、“サウナライター”として活動し
ており、サウナ施設の紹介記事や、イベン
トレポートを執筆しています。

そもそも、ライターを始めたきっかけは
『書く仕事がしたい』（著：佐藤友美）と
いう本との出合いです。本書では『ライ
ターは知ることがなかった知識を得たり、
会うはずのなかった人と出会えることで、
強制的に人生が豊かになる』と書かれてお
り、「ライターってなんて楽しそうなんだ
ろう！」と心底やってみたいと思いました。
また、その頃からサウナが大好きだったの
で、ライターになったらサウナ施設を取材
したいとも考えていました。

－副業を始めてみて思うこと－

まず、本業の見方が変わりました。

副業をする前は、たとえば社内の周知文で「どうしてこんな
に細かい言い回しまで考えないといけないのか……」と、正直、
煩わしさを感じるときもありました。
ですが、副業でプレゼント企画を立案・実行した際、応募方
法がうまく読者に伝わらず、募集数が伸びなかったという苦
い思いをしました。
その経験から、一つ一つの仕事を丁寧に、リスクを想定しな
がら慎重に進めることは、受け手の満足度の向上に繋がるの
だと理解できました。

一方で、丁寧に仕事を進める姿勢は大切にしつつつも、プロ
ジェクトのスピード感は圧倒的に違うなと感じます。
なので、社内でも自分の意見を早期に実現できる機会がある
と良いと思いますが、その点「スクラム活動」はピッタリな
のかもしれません。
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リモート環境だけでなくオフィスも変革



トップメッセージ発信による意識改革
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風通しのよい組織に向けて

業務が非効率

業務のムリ・ムダ削減

社員の声を踏まえ1,000件の業務改善検討・
35万時間相当分の稼働を削減予定

心理的安全性

安心・安全な職場環境の整備

ハラスメント・メンタルヘルス
未然防止に向けた施策展開

職場の協力関係
(コミュニケーション)強化・

社員の士気高揚

ハイブリッドワーク推進

チームでの出社・1on1ミーティング促進
によりコミュニケーション満足度向上
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「生産性の変化」/ 「自律的な働き方」に関するアンケート結果



15

できているできていない 自律的に働く場所を選択
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エンゲージメントスコア ウェルビーイング 継続勤務意向

「自律的な働き方」と「エンゲージメント」の関係
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リモートワーク推進期

調査項目 調査結果 ※（ ）内対前年

リモートワーク定着期

2019年度 2024年度2021年度 2022年度 202３年度

人材多様性

復職後全日制
勤務者比率 42％ 63％

（＋5%）
53％
（+19％）

６１％
（+８％）

集計なし １４９%
（＋46％）

57%（+1％）
７９％
（+２２％）

7％ １４％
（+１%）

10%（+2％）
１１％
（+1％）

58％
（▲３％）

１０３%
（+２４％）

1３%
（+2％）

女性活躍度
ランキング
（日経
Woman）

男性育児休職
取得率

女性管理者比率

ワークスタイル変革による効果



17

全国に働き方の自由度を

リモートワークによる
企業価値の向上

ライフバランス

時間短縮 人材確保

コスト効率化

事業継続
(BCP) 環境負荷

●ペーパーレスによる紙コストダウン
●オフィス面積の縮小によるコストダウン
●通勤・旅費のコストダウン

●ワークライフバランスの実現
●時間外労働の縮減
●企業風土・社員意識の改革

●移動時間の縮小
●迅速な顧客対応
●グローバル化への対応

●優秀人材の獲得
●育児・介護者のキャリア

継続、離職抑制
●社員の自立・自己管理

能力の向上

●有事の事業継続
（パンデミック、地震、台風、大雪など）

●オフィスエネルギー省力化
●通勤・出張の減少による

Co2排出の削減
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NTT東日本が考える10年後の働き方

リモートワールド
デジタルワークプレイス

コミュニケーション
の充実

ヒト中心の
創造的な業務

現地業務の
安全強化

ワークスタイルの
セルフマネジメント


